
 

 

展示品一覧 

 

○ 大図「自江戸歴尾州赴北国到奥州沿海図 第四〈自熱海／歴長津呂／至沼津〉」 

国宝：地図・絵図類 番号１８  文化元(1804)年  縮尺 36,000 分の 1   

   伊豆半島全体の大図です。第２次測量で享和元年４月２６日の熱海に始まり５月２９日の沼津の狩

野川河口までの伊豆半島沿岸を測量した成果です。この大図を見ていると、６月４日の渡辺一郎名誉

代表の「伊豆測量はトラブルの展覧会」というお話を思い出します。 

享和元年５月９日の『測量日記』によると、「堀川の津右衛門は、年七十余にて元気なり。外役人

は引縄にて海岸測量はなりがたき由をいえば、津右衛門一人山道は難所なり、随分引縄可成と舟用意

し、自身釣縄を持出て、浪高き海を引縄して、方位、間数を手伝えり。」という元気なお爺さんのエ

ピソードもありました。津右衛門爺さんに刺激されたのか、同日の午後、「村役人いう。此上は波浪

も高く海上引縄宜しからず、海辺際山道を通行すべしと進めけれど、郡蔵、宗平不承知にて舟にて測

量しぬ。風波荒くして難儀に及べり」とあります。下総の若者も負けてはいません。このエピソード

の舞台となった東伊豆の大川から稲取の間では赤い測線が海岸線に沿っています。 

   伊豆半島最南端の石廊崎では測線が先端まで伸びており「石廊権現」の文字を確認できます。断崖

絶壁の海岸線の表現が見事です。なお、下田以北の伊豆東海岸は第９次測量で弟子達が再測量してい

ます。それを踏まえた国会図書館HPの『大日本沿海輿地全図』の第１０１図、第１０２図と、文化元

年の本図を比べてみるのも興味深いものがあります。 

  なお、この大図は伊能忠敬記念館ＨＰの「資料画像提供」で公開されており、概要をつかむことが

できます。 

 

○ 麁絵図「自豊後国国東郡深江村至同国大分郡府中日出村麁絵図」 

  国宝：地図・絵図類 番号５３９ 

    別府湾北岸の麁（あら）絵図です。麁絵図とは、測量の際に沿道の風景を鳥瞰的に描き、地図仕上

げの参考としたものです。記念館が所蔵する麁絵図は断簡を含めても３７点しかなく、そのほぼ半分

が九州各地を描いたものです。 

この図は第７次測量の文化７年２月９日、１０日の両日に測量した範囲の麁絵図ですが、相当に長

尺の巻物状で、展示されているのは日出城とその東側になります。絵画的要素がそぎ落とされたアメ

リカ大図第１８１号と、徳島大学附属図書館伊能図学習システムの「豊前国沿海地図 ３」の該当範

囲の画像と比べてみると、麁絵図の役割がよく分かります。

 
                      アメリカ大図第181号          

http://www.lib.tokushima-u.ac.jp/~archive/inohzu/contents/s45-3/index.html


 

 

○ 特別地域図「琵琶湖図」 

国宝：地図・絵図類 番号１１３  文化４(1807)年１２月  縮尺108,000分の1 

   「今回の展示の目玉は、特別地域図３点が勢揃いしました」と言いたいところですが、１点はレプ

リカです。特別地域図は大図、中図、小図とは別に、第５次測量を終えた文化４年に作成された観賞

用、贈呈用とされる華麗な地図であり、厳島、天橋立、琵琶湖の３点が残されています。 

   この「琵琶湖図」を見ていると何か変です。それは、この地図が何故か西を上にして軸装されて釣

下げられているため、敦賀や三方五湖が右側に、大阪湾が左上に、鈴鹿峠が左下にあるのです。「地

図では北が上」ということが刷り込まれている身には混乱をきたします。 

   この図は「琵琶湖図」といいながら大阪湾から若狭湾まで含む広範囲を描いています。その一方で

第５次測量で測量したはずの小浜や舞鶴といった若狭湾西部が省略されています。 

伊能忠敬記念館ＨＰの公開画像も西を上にしています。 

。 

                        香取市 伊能忠敬記念館所蔵 （朱書きは筆者） 

 

 

○ 特別地域図「安芸国厳島」 レプリカ 

本物は国宝の地図・絵図類 番号１１５で、縮尺36,000分の1です。日本三景の厳島の名勝地図とい

うよりも、アメリカ大図第１６７号の上下を切り落としたようで、特別感がありません。 

実は、国宝の「安芸国厳島」はこの７月１８日まで約２ヶ月間にわたって企画展「伊能忠敬と島」

で展示されていました。そのため、文化庁の「国宝・重要文化財の公開に関する取扱要項」の「公開

日数は延べ六〇日以内とする」の規定があるため、「特別地域図３点が勢揃い」というわけには行か

なくなり、レプリカで代役となりました。 

 

○ 特別地域図「天橋立 一町三分之図 一里当一尺八分」 

国宝：地図・絵図類 番号１１５  文化４(1807)年12月  縮尺12,000分の1 

同じ特別地域図といっても、「琵琶湖図」は近畿地方図であり、「安芸国厳島」も同様に広範囲の

地図ですが、この地図は天橋立だけを描いた名勝図というにふさわしく、サイズも６５×８０cｍで

殿様の床の間にぴったりです。 



 

 

○「『忠敬先生日記』十九」 

   国宝：文書・記録類 番号１１４ 

   「もう一種類あった特別図」ということで、『忠敬先生日記』の文化４年３月２９日の部分が展示

されています。「朝より晴、八ッ頃、厳島、天橋立、琵琶湖、浜名湖持参、浅草御役所へ行く。坂部、

下河辺、高橋善助同道。」これによれば、三図とともに浜名湖図も作られたようですが、その所在は

知られていません。 

 

○ 大図「越後街道図 第四〈自安中／至上田〉」 

国宝：地図・絵図類 番号５７  文化元(1804)年12月  縮尺36,000分の1 

   長野県の上田のあたりから、碓氷峠を越えて、群馬県の安中までを描いた大図です。妙義山の険し

い山様や浅間山の噴煙が目立ちます。第３次測量の享和２（1802）年１０月１５日に伊能忠敬は碓氷

峠を越えました。その１９年ほど前には浅間山の大噴火があり、忠敬は名主、村方後見として天明の

大飢饉に対応し、佐原村からは一人の餓死者も出しませんでした。測量日記では浅間山について何も

触れていません。 

 

○ 大図「越後街道図 第五〈自上田／至関山〉」 

国宝：地図・絵図類 番号５８  文化元(1804)年１２月  縮尺36,000分の1 

   第三次測量の享和２年１０月７日から１２日にかけて測量した新潟の関山から、長野県の柏原、牟

礼、善光寺町、上田までの大図です。この大図は記念館の「北陸新幹線in伊能図」展で、今年の１月

下旬から約2ヶ月間、展示されていました。年度が違うから文化庁の要項には抵触しないということ

でしょう。 

 

○ 広域下図「自出雲国意宇郡下来海村至伯耆国汗入郡淀江村下図」 

   国宝：地図・絵図類 番号３２５  縮尺36,000分の1   

   鳥取県の米子から島根県の松江を、中海と宍道湖の東半分をカバーする広域下図です。この地図は

８７.７㎝×１４４.６㎝ということですから、ほぼ大図のサイズです。この下図では、朱色の交会法

の線は見当たりませんが、半島や岬では横切り法の測線が確認できます。弓ヶ浜半島は平坦そのもの

ですが、半島の中ほどと付け根部分の２個所で測線が横切っています。 

 

○「伊能勘解由病死届」 

国宝：文書・記録類 番号３８２ 

伊能忠敬が亡くなった４年後、大日本沿海輿地図の完成と幕府上呈をまって、文政４年９月４日

に忠敬の死亡届けが提出されました。 

会報「伊能忠敬研究」第１１号１７頁の文書と比べると、日付が空白であり、日付を決める前段

階での下書きであることがわかります。文面は下の通りです。○○が空欄となっています。記念館

には他に３通の「伊能勘解由病死届」が残されています。     
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○「伊能忠敬書状」 国宝：書状類 番号１０７号 

   伊能忠敬が娘の妙薫に宛てた晩年の手紙から、父娘がともに痔疾に苦し

んでいた部分を展示しています。痔疾に対する「奇法の蛭の療治」はナポ

レオンも行なっていたとか。文面は右の通りです。 

『伊能忠敬書状』（千葉縣史料 近世篇 文化史料１）の１４８頁に手紙

の全文が記載されています。 

 

 

 

 

 

○「割円八線対数表」、「対数表」一～五 国宝：典籍類 番号２～７号 

   「割円八線対数表」は現在の三角関数の対数表にあたり、ヨーロッパの三角関数表を漢訳したも

のです。坂道の距離は小象限儀で勾配を測り、「割円八線対数表」を使って平面上の距離に換算し

ました。会報「伊能忠敬研究」第２８号に小澤健一氏の「割円八線対数表の誤記」という論考があ

ります。 

 

○「割円図解」 国宝：文書類 番号５２１号 

   割円八線を図で表示したものです。正弦・余弦、正接・余接、正割・余割、正矢・余矢を円の半

径を単位に取ったときの線分の長さで示しています。５０年ほど前に三角関数で挫折し、文系に進

んだことを思い出しました。 

    

○「羅針」  国宝：器具類 番号２０～２５ 

   上記のように番号２０～２５と表示されていますが、実際には伊能忠敬記念館が所蔵する１８個

の羅針の内から５個が展示されています。軸受けは水晶で、現在の方位磁石とは逆に羅針のＳ極側

の端に朱色をほどこしています。会報「伊能忠敬研究」第２０号に藤岡健夫氏の「伊能忠敬と羅針」

という論考があり、各種羅針が図示されています。 
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